
現代社会文化研究No,朋 2010年 12月

基本連鎖の第一成分における談話不変化詞Okay

George O'Neal

Abstract

ThispこIPeT-eヽLl111inedtheenlectol､sequenti11lpositionontheftlnCtionsorthediscourse

particle"ok吋､il一AmerieilnEnglishLIOnVerSations.Althoughthediscoursepat'ticle

"ok吋､こIPPearSinmlITlySequenti111positions,ithi1SaS111ienttend e ncy toappLTarinbこtS e

sequL-neesLtL･OndpairpLlrtこIndbasesequenceClosingtl-ir°positio n s･ I-- suchpositions.ll-e

discourseI-arlicle"okllyt'perrormsculminatingactions:sequentilllClosureilndIra-lSitio n こ

i.e.､itindicatesthこItilSequelltialaeti＼･･ityllaSrlnished.HowevLlr,＼＼･.'hentllediscourse

pLlrticle‥okily''isdeployedこIfterapre-SequelleeinbasesequencerlrStPilirpartposition.

itsfunctionisc川1SPieuouslyditTerentfromitsbasesequencesecoTl(IpllirpこIrtandbase

seLlumCeL.losingthirdpositionfu一一ctions･WhendeIlloyCdalteraOre-SetltlenCeinbase

seLluellCerlrStPairpartposition.thediscoursepilrticle'tokay‥adumbratesanextellded

tellillg:i,e..itforeshadowsextendeddiscourse.

キ-ワ- ド- 州 談 話 不変化詞 okay会話分析 談話標識 連鎖的位置

l はじめに

談話下変化詞r)1'sCOurSePat･ticlesと談話標識DiseourseMarkersは 会 話 に溢れていると.~~十つても

過言ではないo JuekeT&SmithH998)によれば､談話標識 は ほ ぼ 5秒 ごとに会話に現れる｡談

話標識 と談話不変化詞は会話に頻繁に現れるだけではなく､ 会 話 の 成 り行きに著しく影響する

とい うことも指摘されている (R血iemamn2007)｡談話標識 と 談 話 不 変 化詞は ｢会話の矢印｣と

して機能し､会話の当事者に とって､大事な合図である｡

しかし､談話標識と談話 不変化詞をめぐる議論は会話における機能と役割を軸に行われる経

歴がある｡例えば､sehifFrin(1987)は談話標識の機能を五つの談話的構造に位置づけた｡Sch灘 in

の先駆的な研究以来､Sehi敢inの ｢談話的構造｣に基づいている解説は､関連性理論による解

説に取って代わり､その結果､談話標識の研究が前進 した｡だが､談話標識 と連鎖的位置

sequentialpositionの関係に焦点を当てた研究は皆無に近い状態である｡談話標識と連鎖的位置
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は密接な関係があり､影響 し合っていると考えられる｡ 本 稿 では談話不変化詞 okayの連鎖的位

置に研究の焦点を絞 り､談話不変化詞 okayの連鎖 的 位 置 と機能の関係を解明する｡談話不変化

詞 okayが会話に果たす機能を識別するには､談話 不 変化詞 okayが占める連鎖的位置を突き止

める必要があるとい うことが本稿U)主張である｡

2 先行研究

本稿の論点は三つの概念を基盤 としている｡ その概念は ｢連鎖的位置 seqtlentialposition｣と

｢談話不変化詞 diseouTSePariie勅 と ｢連鎖 的 位置J＼の感応性 sensi電油 y毛oseqtlentialposition｣
であるO本節で､この概念の詳細を説明する｡

2.1連鎖的位置

本節では､｢連鎖 sequence｣と｢拡張連鎖 expandedsequence｣と｢連鎖的位置 sequentialposition｣

の概念に関する解説を試みるOこうい う概念は会話分析に由来する0本稿は､連鎖的位置が談

話不変化詞 okayの意 味に影響するという仮定に基づいているので､連鎖的位置を詳 しく紹介す

る必要がある｡

2.l.1 連鎖

会話分析が長い間指摘 してきたように､会話は組織化 されている活動である｡会話の参与者

は次々と発話の順番を交代するが､発話の順番の交代は手当り次第でも､無作為でもないO会

話はルールに従い､前進する活動である｡例えば､参与者 Aは質問を参与者 圭‖こ聞けば､参与

者 Bは答えるだろう｡同じように､参与者 Aは参与者 Bに挨拶をすれば､参与者 Bは挨拶を返

すだろう｡会話の参与者は単独で発話を生産するが､会話そのものは単独の行動ではなく､参

与者が構成す る過程であるOつまり､会話は異なる参与者によって生産された発話で組み立て

られているO

会話分 析 は ､ 勉 の 発 話 の生産を要求する発話を ｢第一一-成分 徹 も画 rpaYt｣と呼ぶ (Schegloff

2007:13)O だ が ､ 第 ---リ養分が他の発話を求める場合､それはいかなる発話でもよいわけではな

い｡第--成分は第---成分に合 う発話を要求する｡言い換えれば､第-成分はある特定の発話が

生産 されるよう期待する｡第 -一成分によって設定された期待に合 う発話は｢第二成分 secondpair

paTtJと呼ばれる (Scheがoff2007:13)｡第二成分は第-成分に応答する発話である｡ したがっ

て､第二成分は第-成分によって限定される発話である｡

(Schegloff2007)0 ｢基本連鎖｣は､他の発話を要求する発話と要求に応 じる発話のペアで構成

されている｡会話は少なくとも二人で構成されている活動なので､相互行為の観点から見れば､

基本連鎖 は 会話の基本的な単位となる｡｢基本連鎖｣は ｢隣接ペア adjacencypair｣とも言われ
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るが､基本連鎖は必ずしも発話のペアだけで構成されているわけではないので､｢隣接ペア｣と

いう用語を放棄し､この単位を引き続き､｢基本連鎖｣と呼ぶことにする｡

2.1.2拡張連鎖

会話はいくつかの連鎖で構成されているが､一つの第 一成分と -1つ の 第 二 成 分 だけの基本連

鎖で構成されている会話は極めて珍しい (Tsui1994:27)L,実は､普通の 会 話 はそれ以上の発話

の連鎖で構成される傾向が非 常 に 強 い O つまり､連鎖は頻繁に拡張される｡拡張される連鎖は

拡張連鎖という 翫 heglofY20耶)0

拡張連鎖は三つ以上の発話で構成されている連鎖 で あるO追加される発話は基本連鎖の周辺

に 集結するO連鎖が拡張できる位置は三つある｡ 基 本 連鎖の前に現れ る連鎖は ｢先行連鎖

pre-sequence｣という (Sehegloff2007:28-57)o先 行 連鎖は基本連鎖の第-成分の出現を示唆す

るだけではなく､基本連鎖の第 一成分はいかなる発話であるかを伏めかす (Terasaki2004)｡基

本連鎖の第-成分と第二成分の間に挿入される連鎖は ｢挿入連鎖 inse㈹ sequence｣ とい う

(scheglo甜2007:97-lid)｡挿入連鎖は基本連鎖の第--成分に応 じる第二成分を生産する条件を

確認するためにも､発話の修復のためにも使用される｡最後に､基本連鎖の第二成分の後に生

産される､新たな第-成分をなさない発話は ｢連鎖終了成分 sequenceclosingthird｣とい う

くSchegloff2007:115-167)｡連鎖終了成分は圭に第二成分-の理解を表明するためにも､第二

成分を評価するためにも使用される｡他の拡張と違い､連鎖終了成分は連鎖ではない場合が多

い ｡

2.1.3連鎖的位置

会言削こおいては､いかなる発話でも連鎖の一部であるD したがって､いかなる発話でも連鎖

のどこで発生するかによって､｢発話の位置｣が特定できる｡だが､位置はそもそも他の位置に

依存する相対的な概念であるので､ある発話が第二成分であることは､他の発話が第-成分で

あるということに依存しているoある発話の位置はあくまでも他の発話の位置との比較で､決

まることである｡ある発話が基本連鎖の第-成分であるとすれば､その発話は ｢基本連鎖の第

-成分｣という ｢発話の位置｣を占めている｡ 同じように､ある発話が先行連鎖の第二成分で

あるとすれば､その発話は ｢発行連鎖の第 二 成 分｣という ｢発話の位置｣を責めている｡

｢発話の位置｣は必ず ｢連鎖｣という概 念 の内部構造に依存するので､これから､｢発話の

位置｣という用語に代えて､｢連鎖的位置｣という用語を採用するOいかなる発話でも､ある ｢連

鎖的位置｣を占めている｡｢連鎖的位置｣という概念は他の ｢連鎖的位置｣を想定する相対的な

概念だが､談話不変化詞の役割を識別するにあたり､有岡な概念だと考えられるので､これか

らの分析の大切な一部となるO次節では､談話不変化詞とは何かを見てみよう｡
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2甲望 談 話 不 変 化 詞

2.2.1談話不変化詞の定義

本節では､考察対象である談話不変化詞 洩ayが属 している範噂である ｢談話不変化詞｣の特

徴を明らかにする｡なお､談話不変化詞 okayを記述するためにより広 く使われる ｢談話標識｣

とい う概念と比較 しながら､談話不変化詞を定義する｡

長い間､言語学者は説話標識を言語運用の間違いとして片付けてきた｡時に統語論を蛋祝 し

た学者は談話標識が構文の構造の 一部をなさないため､談話標識を研究する価値を否定したo

Lかも､読話標識は労鮒に値することを認めた学者でも談話標識をいかに研究すればよいか迷

つ藍o Lかし､時間を経るにつれ､談話と談話標識に対す る熟練が高まった0Se甑豆酌inH987)

の分析は談話標識の研究を大きく発展させた｡SchiffTinによれば､談話標 識 は ｢読話U)単位 を

区切る､連鎖に依存的な要素である｣日987:31).他の研究者は Schi飴 in の 定 義 を 引き継ぎ､

談話標識の研究をさらに深めた｡

だが､談話標識の研究に携わっている学者は大きな関越に直面した｡｢談 話 標 識 と は 何 か｣と

い うことである｡何が談話標識で､何が談話標識ではないかという区別は 簡 単 で は な い ｡談話

標識は自然な品詞をなさないため､不自然な､異質的な範噂だという (Fischer2006)o談話標

識はいくつかの異なる語源から派生している譜なので､談話標識を説明する際､すべての談話

標識に当てはまる特徴を特定するのは不可能であるため､談話標識を説明するにはより柔軟な

分類方法が求められる｡Fischer(2006)は談話標識の特徴により当てはまる語は ｢より談話標

識的｣だとし､談話標識の特徴により当てはまらない語は ｢より談話標識的ではない｣とする

ので､談話標識の異質性を隠さない分類方法を確保 した0本稿はFischerの分類方法を採用するQ

｢より談話標識的｣な談話標識の特徴 とは何だろうoBlakemoTe(2002)と B血tomH99 6 )

と Sc払雇用壷 日987)が挙げる談話標識の特徴を統合 し､羅列すれば､以下の通 吟となるo 純 粋

な談話標識は以下のすべての特徴に当てはまる｡i)統語論的に構文の 増葦Sとならない｡ 2 ) 寡

頭に現れる0 3)任意的である｡ 4)韻律的に構文から切離されている｡ 5)構文跡 L､理 条 件

に影響 しない｡ 6)構文が表す情報を処理する手続きを相手に伝達する (手続き的意味)a

Lかし､ ヒ述 した特徴だけで談話標識が的確に特定づけられるという立場は､最近､疑問視

されるようになったO例えば､Borderia(2008)とFraseT(2006)は BlakemoFe(2002)の立場

に意義を唱えたoBor鹿Tia(2醐8)とFraser(2006)によれば､談話標職は 一般的に手続き的な

意味を表すが､ある談話標識は構文の窺理条件に影響するので談話標識には手続き的な意味 し

かないとは言えないOつまり､談話標識は主に手続 き的な意味を持っているものの､談話標識

が構文の真理条件に影響する場合もある｡ したがって､ jT_の特徴を訂正する必要があるQ談話

標識は童に手続き的意味を持っているが､ある程度 ､構文の薬理条件に影響する ｢概念的な意

味concep紬almeaning｣を持つ場合もある｡
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さらに上の特徴付けにはもう 一つの問題がある｡それは､連鎖的位置による影響を無視 して

し､るとい う こ とで(Ir)ら_:O'Nelll(2010)は分節昔素的にも､超分節音素的にも同 ･J主探訪不変

化詞ohが)連 鎖 的位置を変えるだけで､談話不変化詞 ohの意味が変わることを証明したoつま
り､異なる連鎖的位置にあれば､談話不変化詞の意味が変わるので､連鎖的位置の影響は 墓要
である｡ したがって､談話標識は ｢連鎖的位置に感応的sens損vetoseqtiem閥 Position｣ と い う

特徴も上殿リストに追加する必要があるo

最後に､以前持っていた意味論的意味が残っている程度によって､談話標識をさらに 分 類 す

る必要があるoFischer(2006)の提案によれば､以前持っていた意味論的な意味が あ る 程 度 残

っているImeanとyouknowはそのまま ｢談話標識｣とした方がよいが､以前の 意 味 論 的 な 意

味が薄れた談話標識は ｢談話不変化詞｣に下位分類 した方が適切だ､と言 う｡ こ の 提 案 に 従 え

ば､談話不変化詞 wellと談話不変化詞 okayは以前の意味論的な意味が残っておらず､以前 と

随分異なる機能を談話において果たすため､談話標識ではなく､談話不変化詞 とな る ｡

本稿では談話不変化詞を以下の特徴に基づき定義するが､すべての談話不変化詞は す べ て の

特徴に当てはまるわけではないので､より多くの特徴に当てはまる語ほより純粋な談 話 不 変 化

詞の例とし､より少ない特徴に当てはまる語は談話不変化詞になりかけているとする｡純 粋 な

談話不変化詞を新たに定義すると､は以下のようになる｡ 日 統語論的に構文の一部とな ら な

い0 2) --義的な意味がある｡ 3)文頭に現れる0 4)任意的である｡ 5)韻律的に構文か ら

切離されている｡ 6)構文の心理条件をあまり影響 しない｡ 7)構文が表す情報を処理する手

続きを相手に伝達する0 8)以前持った意味論的な意味がなくなった0 9)連鎖的位置に感応

的であるo

2.3 談 話 不 変化詞 は連破的位置に感応的である

本節では連鎖的位置による談話不変化詞が表 す意味-の影響を探る｡ 談 話不変化詞は連鎖的

位置に著しく束縛されていると主張する学者がい るo例えば､Jucker&Smi撒く1998)によれば､

すべての談話不変化詞は､それが発生する連鎖的位置によって二つの範噂に分類できるOこの

立場によると､すべての談話不変化詞は ｢第-成分｣､または ｢第二成分｣という連鎖的位置に

しか現れないO第---成分にしか現れない談話不変化詞は ｢提示標識 presen融 OnmaTkeTS｣であ

る｡談話不変化詞1ike､so一wellと談話標識 youkr10W､‡meanは提示標識であるO提示標識は

連鎖を始める談話不変化詞であるo他の談話不変化詞は r第二成分｣にしか現れないo談話不

変化詞恥 yea払､okayは ｢受諾標識receptionmarkeTS｣である｡受諾標識は第-成分を受け止

め､第二成分の冒頭に現れる談話不変化詞であるOこの仮説の前提は ｢第-成分と提示標識｣

と ｢第二成分と受諾標識｣は似た目的があるので一緒に現れるのは当然だとい う点である｡

しかし､Jueker&Smith(丑998)の仮説は ｢決定主義｣に基づいていると言わざるを得ない｡

JuekeTa Smithの論理に従えば､受諾標識は第一-成分に絶対現れず､提示標識は第二成分 に 絶
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対現れないという結論に導 か れ る O だが､受諾標識である談話不変化詞oh､yeah､okayは第二

成分にも､終了連鎖成分 に も現れる回数が比較的に多いことが認めたとしても､第二成分､ま

たは連鎖終了成分にしか現れ得ないという結論は間違っているOなぜなら､回数は少ないとは

言え､談話不変化詞 軌 yeah､okayは連鎖を開始する場合があるからである00号NeaH 20廟

は､談話不変化詞ohが第 --成分にも第二成分にも現れることだけではなく､現れるところによ

って､意味が変化することも証明したo Lかも､Jueker& Smithによれば､談話不変化詞 well

は第-成分にしか現れない提示標識だが､Fu豆1eT(2柚封 は談話不変化詞 wellが第二成分に現

れることが多いので､談話不変化詞 wellを受諾標識として再分類 しているOつまり､｢受諾標

識｣と ｢提示標識｣という範噛そのものは固すぎるので､本稿では採用しないO

だが､Jucker&Sm主砲の根本的な主張は間違っているわけではないOというのは､談話不変

化詞が連鎖的位置に影響されるという仮説自体は間違っているわけではないからである｡ しか

たは第二成分は属している談話不変化詞に影響するが､表す意味自体を決定するわけではない0

本稿の仮説は談話不変化詞 okayが表す機能は連鎖的位置に影響されているということである｡

したがって､この仮説は､基本連鎖の第-成分に現れる談話不変化詞 okayと基本連鎖の第二戚

鄭 こ現れる談話不変化詞 okayの意味は異なると想定するO談話不変化詞 okayの先行研究を次

節で紹介するO

盟.4 談 話 不 変 化 詞 okay

本節では､談 話 不 変化詞 okayの先行研究を紹介するO本稿は連鎖的位 置がいかに談話不変

化詞okayに影響 しているかを検討 しているので､先行研究が分析 した談話不変化詞 okayの連

鎖的位置を軸に先行研究を紹介するO

2.4.1 先行連鎖に現れる謝諸不変化詞 okay

先行連鎖の一部として現れる談話不変化詞 okayを初めて研究 した捌 ま Sehegloff&Sacks

H973)であるoSehegio紺&Sa蕗s(1973)によれば､談話不変化詞 okayは､会話を終了させる終

わりの挨拶の連鎖を会話中に導入する ｢会話終了先行連鎖 conversationpre-closingseqtiemCe｣の

第 -一成分と第二成分に現れる｡基本的にBtitton(1990)とBeaeh(1995a)はScheglofF&Sacks(1973)

の結論 を支持 している｡しかし､この分析には問題点がある｡TsuiH994)が指摘したように､

いわゆる会話終了先行連鎖における談話不変化詞 okayは新 しい連鎖の第---成分を導入 してい

ないという分析も可能である｡観点を変えれば､終わりの挨拶の連鎖を会話に導入する会話終

了先行連鎖に現れる談話不変化詞 okayは基本連鎖の第二成分の後に発生した二つの連鎖終了

成分だと分析することも可能であるので､この研究は不十分だと言わなければならない｡
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2.4.2 基本連鎖の第-成分に現れる談話不変化詞 okay

基本連鎖の第-成分に現れる談話不変化詞 okayの先行研究は少ないが condon& Cec払

綾007)によれば､それは会話の参与者が期待している次の課題を談話に導入するO 言い換え

れば､基本連鎖の第--成分の最初の語が談話不変化詞 okayであれば､話し手は終わった連鎖か

ら必然的に出る課題に取り組みたい意図を表す｡しかし､この分析はこれか ら紹介す る他の学

者が行った基本連鎖の第二成分に現れる談話不変化詞 okayの分析に酷似 している｡唯-の違い

は連鎖的位置だoそれは談話不変化詞 okayの連鎖的位置を特定する基準の暖昧さを伴 う分析の

結果であるoCondon&Ceeh(2007)は基本連鎖終了成分に発生する談話不変化詞 okayと基本

連鎖の第-成釧 こ発生する談話不変化詞okayを識別する方法を明記していないので､Condon&

Ce蕗 が特定している基本連鎖の第-成分に現れる不変化詞 okayを連鎖終 了 成分として解釈す

ることは可能であるo Lたがって､この研究も不十分だと言わざる を 得 な い ｡

2且3 時Å連鎖に現れる談話不変化詞 okay

談話不変化詞okayの挿入連鎖における役割と現れる回数は限定的である｡ 談 話不変化詞okay

は挿入連鎖に現れないわけではないが､挿入連鎖に現れる談話不変化詞 okayと基本連鎖の連鎖

終了成分に現れる談話不変化詞 okayの役割は同じである｡というのは､挿入連鎖における談話

不変化詞 okayの主な機能は挿入連鎖を終了させることであり､挿入連鎖における談話不変化詞

okayは挿入連鎖の第二成分､または連鎖終了成分から基本連鎖の第-成分-の移 り変わりをマ

-夕する (Schegloff2007)o

2.4.4 基本連鎖の第二成分と連鎖終了成分に現れる談話不変化詞 okay

第二成分と連鎖終了成分に現れる談話不変化詞 okayの先行研究は多いOそれは 談 話 不 変化詞

okayが連鎖の第二成分と連鎖終了成分の一部として頻繁に生じるためである｡ 談 話 不変化詞

okayが第二成分と連鎖終了成分に現れることは偶然ではないO基本連鎖の第 二 成 分と連鎖終了

成分が会話でなす役割と､談話不変化詞okayの役静jは重なるので､自然 な 蚤 複である｡

第二成分と連鎖終了感づ封こ現れる談話不変化詞 okayの最も基本的な役割は連鎖を終了させ

る合図だと多くの学者が結論づけているOある学者によれば､談話不変化詞okayが第二成分､

または連鎖終了成分の一部として現れるならば､連鎖を完成させ､終わらせる合図として機能

する(Button1987,1990)｡さらに､談話不変化詞 okayを発する話し手は､先の連鎖が行おうと

している行為を認識 していることを表すO最後に､談話不変化詞 okayは次の基本連鎖の第-成

分が出現できる空間を開けておくという二次的な機能も備わっている(Beach1995a,丑995b)｡

さらに､談話不変化詞 okayは段階に分かれている言語活動の段階を結びつけ､話し手はさら

に話したい意図を表す｡談話不変化詞 okayは談話のある段階から別の段階-の移り変わりをマ

-クするだけではなく､同じ話し手による新たな発話の生産も示唆するO 例えば､談話不変化
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詞 okayは電話 での会話の挨拶の段階か ら最初 の話題-の移 り変わりをマ-タする (SchegloFf

2010)O会議において談話不変化詞okayは会議の挨拶の段階が終わり､会議が本格的に始まっ

たことを示す (condon200Do会話において談話不変化詞okayは先行した話題を閉じ､次の話

過-の移 り変わりをマ-タする (Be挽油日990,圭995a)O客と店員との会話において､談話不変化

詞 okayは会話の ｢売買の確認｣の段階と伐 払い｣の段階-の移 り変わりを結びつける (Mem･itt

豆984)｡行おうとしている活動を完成させるには､物理的な動作が不可欠な会話において､談話

不変化詞 okayは活動のある段階から次の段階-の移り変わりをマ-タずる くBangeTもer&Clark

2003)o最後に､いくつかの決定が必要な会話において､談話不変化詞 okayは決意済みの話題

から決定を求める次の話題-の移 り変わりをマ-クする はondon1986)O

:I. _:,_>i,i-,E法

談詣不変化詞 okayと連鎖的位置が い か に密接に結び合っているかを検討するために､談話不

変化詞 okayの例を多く収集する必要があるOそのために､サンタバーバラ大学のアメリカ英語

の話し言葉のコーパスTheSantaBarbaraCorpusofSpoker)AmeFicamEngl豆shPa㌻日 に れから､

SBCSA藍Plと称する)に現れた談話不変化詞 okayを検索した｡sBCSAEPlは､www.ta肱bank.ore

でアクセスできる､サンタパ-パラ東学の談話研究部によっ て 作成 された自然なアメリカ英語

の話し言葉 の コ -パスである｡SBCSAEP葛は呈魂個の自然な会話のサウンドファイルを含んで

おり､それぞれの会話のサウン ドファイルは15分から30分ぐらいであるoSBCSAEPlは｢会

i:L-:1､｡1:L､ミ : 口∴べ･･･..'‥ ､･_＼;､･＼､盲･＼･い､､･.い､-･一川小 ･

談話不変化詞 okayと連鎖的位置の関係を明らかにするために､SBCSAEPlに現れたすべての

okayを集計した 上で､談話 不変化詞 okayと他の okayを識別 しなければならなかった ｡

sBCSAEPlに現れたokayは談話不変化詞 okayだけではない｡概念的意味U)ある文字通りのok盈y

も､相加疑問文の文末についた okayも､文頭に現れない引用文の 朝 であったokayも､会話

文の脱文による意味不明のokayもあったが､本稿の2.2,1に指定した読話不変化詞の特徴に当

てはまる戒ayだけを読話不変化詞okayとして扱い､他のokayを分析U)対象から除外 した｡す

べての談話不変化詞 okayを特定した上で､談話不変化詞 okayが置かれた連鎖的位置も特定 し

た｡それから異なる連鎖的位置に置かれた談話不変化詞 okayが談詣中で果たしている役割 と機

能を検討 し､相違があるかないかを確かめた｡発見 した相違の詳細を挽節で報告し､説明するO

4 分析の結果

SBCSAEPlにおいて､談話不変化詞 okayの最 も基本的な役瀞jは基本連鎖の終了と関係がある｡｡

談話不変化詞 okayが第二成分と連鎖終 r成分に現れ る例はSBCSAEPまに溢れているo談話不

変化詞 okayの最も基本的な機能は以下の例 1で示されるo

例 1:SBCSAEPlのCHAOH
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ニ(tコ *REBE:

コt13 *RICK:

264

265 *REBE:
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Doyouknowhowmtl洩itfsgonnabe? 宅基本連鎖 の第-成分)

往＼くらぐらいになるか分かる?)

日 Ohno (基本連鎖の第二成分の開始)

notyet, く基本連鎖の第二成分の完了)

(いや､まだ)

Okay.(連鎖終了成到

(そうか)

例 1における唯一の連鎖はRebeがRickに聞く ｢いくらぐらいになるか分かる?｣とい う質

問で始まる｡質問は質問に応答する返答を要求するので､この発話は基本連鎖の第-成分であ

るO最初の発話に対 して Rickは ｢いや､まだ｣と言い返 し､Rebeが聞いた質問に答える発話

を生産したので､Riekの発話は基本連鎖の第二成分であるO だが､この連鎖は第二成分だけで

終わらないoR.ebeが言う ｢okay｣は Rickの第二戚う封こ 対 し て理解を表 し､基本連鎖が終了に

至ったことを表す｡談話不変化詞 okayが果たす役割の一つは基本連鎖を終了に導くことである｡

ところが､談話不変化詞 okayは必ず しも基本連鎖を終了させるものではない｡基本連鎖の終

了を示唆せず､逆にさらなる発話 の 生産を示唆する談話不変化詞 okayもある｡例 2に Alinと

Lenoとい う 兄 弟 は母親 と妹 の 親 し くない関係について話 し合っているが､談話不変化詞 okay

は基本連鎖 終 了成分に置かれ て い ない｡320行 目に置かれている談話不変化詞 okayは基本連鎖

の第-成分に発生している｡

例2:SBCSAEPlのCHAO6(｢息(川吸い込,7+.Jは ｢.hh｣で示さJlる)

317 *AlJN: (")Didltellyou

318 こIboutWhenMomWashこIVingArnoldとIndLisabethoverllorlunch

319 抗mauy, (先行連鎖の第-成分)

(ねえ､お母さんは結局アル}ル ドとリザべスを昼食に招待 したって言ったっけ?ラ

(レノは首を横に振 り,｢知らない｣と合図をする)(先行連鎖の第二成分)

320 車ALm=画 才 hhOkay 懐 本連鎖の第-成分の開始)

3コl well

322 (.)Mom(笑).

(そう､で､お母さんが (笑))

3二男 *ALIN: (.) T heycallupinAugust

324 andgo

く彼 らは8月にお母 さんに電話 して)

い Itlleanit'S

(.)Dllddy'sbeendeadwhilt

Sevenyears
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328

(まあ､お父さんが死んで､も･17年だろ)

andfinallyildatl:'nSOnLisabeth

329 1hLltShedoesn'tseeMomthatmuch.

(で､ようやくリザべスほお母さんにそんなに長く会っていないっていうことを気 づ い たわけ3

33() +Ju.IN: (..)Well

331 it'scatlSeShen-.

(で､それで彼女は)

332 *Al-rN: (.)IknoW･

shLlneverCallsher

right'.'

(まあ､彼女の方からお母さんに絶対電話 しないだろ?)

3 35 *ALrN:

(それで､

33(1 *LF.NO:

337 *ALIN:

338

339

340

.hhSoMom

お母さんはね)

(唾を飲み込む音をする)

hh.Shejustgoes

Ireellikeyou'vegotawholeotherw:OrldotltSideottus

一ikeyoudon-IevenneedusMar

ilndthatyouha＼･-eawho一eotllerlifle.

( リ ザ べスはね､あたしたちのことが要らないじゃないかと思 う時あるよとお母さんに言った)

341 *LENO: .hh

342 *ALrN: Momsaidldo. く基本連鎖の第-成分の終了)

(お母さんは､そうだろうって)

343 *AuN: (笑)

344 .hhWell.

くじや)

345 *LENO: .hhPoorLisabe:ttl.(桟木連鎖しハ第二成分)

(リザべ スは可哀想だれ)

例2における相互行為は ｢ねえ､お母さんはアルノル ドとリザべスを屡食に招待 したことを

言ったっけ?｣ とい うAlinの質問で始まる｡だが､この質問は基本連鎖の第---一成分ではなく､

先行連鎖の第一成分であるOこの質問が先行連鎖の第-成分である理由は､この質問が同じ話

し手によるさらなる情報伝達を ｢予測可能 projecはble｣にするからである｡ というのは､A豆豆ri

が聞く質問は確かに Lenoが既に ｢アルjル ドとリザべスの件｣のことが知っているかをチェ

ックしているものの､それだけではない｡Alinは､｢アルノル ドとリザべスの倖｣の情報を伝

達する基本連鎖の第日日｡成分を生産する許可を求めている｡ 言い換えれば､Alinが基本連鎖の第
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･成分を牛羅する可能性はLenoの応答に依存しているcr)であるL, もしLenoが既に ｢アルノ′し

ドとリザベスの件｣を知っていることを表す先行連鎖の第二成 分 を牛産すれば､Alinの方は､

先行連鎖の第-成分が予測可能にした基本連鎖の第---成分を生産しないだろう｡逆に､Lenoが

｢アルノル ドとリザべスの件｣を知らないことを表す先行連鎖の第二成分を生産すれば､A且in

は先行連鎖の第-成分が予測可能にした基本連鎖の第-成分を生産するだろう｡実際には､

Lenoは首を横に振り､非言語的合図で ｢アル ノル ドとリザべスの件｣を知らないと伝えた く､ つ

まり､Lenoは Alinの先行連鎖の第 ･成分が 予測可能にした基本連鎖の第------成分を生産 す る許

可をAlinに与えた1,､

Lenoが先行連鎖の第二成分を生産した後､Alinは間を置かずに､さらなる発話の生産を沃め

かす F息を吸い込み in壷e油 ｣をしてから､基本連鎖の第-成分の最初の語である談話不変化

詞okayを言い､320行目から34網子目まで続く ｢長い情報伝達extended融ling｣を生産 した｡

Alinはついに342行目に至って長い情報伝達の結末を伝え､基本連鎖の第-一成分を終える｡情

報伝達が期待する第二成分は､第-成分が表す情報に対する何らかの評価である0342行目で

Alinの長い情報伝達は終わったが､Lenoが評価をすぐ下さなかったので､Alinが we五里を言い

残し､Lenoに基本連鎖の第二成分を生産する新たなチャンスを与えたo Al豆nが W班 を言った

すぐ後､Lenoは3那 行目に ｢リザべスは可哀想だね｣と言い､Alinが 伝 え た 情報を評価するO

ここで注目に値するのは､談話不変化詞 戚ayが先行連鎖の第二成分の 直 後 の 基本連鎖の第 -

成分であ る長 い情報伝達の最初の語として現れたことであるO談話不変 化 詞 okayは ｢息の吸 い

込み｣の後に発生 したことも非常に大切である｡案は､長い情報伝達を 伝 達 す る際､談話不 変

化詞 okayが長い情報伝達の最初の語として現れることは普通であるOつ ま り､先行連鎖 の第二

成分の直後の談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣は長い情報伝達の 生 産 を灰 めかすo

Lかし､基本連鎖の第-成分の最初の語として現れる談話不変化詞 okayは長い情報伝達が吹

に続くことを灰めかすが例外もあるO だが､例外の場合でも会話の参与者は普通の状況を意識

している｡ 一見したところでは､次の例3に現れる会話は今までに述べたことに反する例のよ

うに見えるO例3の基本連鎖の第-成分に談話不変化詞 okayが現れるが､長い情報伝達がない

からであるo Lかし,長い情報伝達が生産されていないとしても､会話の当事者は長い情報伝

達を想定していることを言葉で表すO例3にAlinは Lenoにお母さんの彼氏の情報を伝達して

いるO

例3:SBCSAEPlのCHAO6(卜早イントネーションは ｢?｣で示される)

i3 *ALfN: rememberTyke? ∈先行連鎖の第-成分の開始)

14 *ALIN: (.)LivednextdoortoMom? く先行連鎖の第-成分の完了)

(タイタのことを覚えている?お母さんの隣の家に住んでいた人?)

15 *LENO: (,)?uh(..)Yeah∴ (先行連鎖第二成分)

(えっと､うん､見えているよ)
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16 *ALrN‥碑 -)okay･ (基本連鎖の第~~~成 分の閉脚

(じゃ)

17 *ALIN: .hhいTw0､､･.eeksとILi!07'mwatctlinLuTV

(二週間前にテ虹ビを見てて)

18 日andDavidI-1orowit7isgoingtohilVe

くそしたら､ディビットサホロウイツは)

19 洩is触mereaF日radio洩iefon? (基本連鎖第-成分)

(カ-ラジオを盗んだ奴を番組に出演してさせてたろ)

ユO *LFJN():

ヱ1 *ALIN:

(…吊摘herboy翫end? (基本連鎖第 成 分)

くあいつは彼女の彼氏か?)

執 日Yeah (基本連鎖第二成分)

(うん､そ うだ)

以上の会話文は二つの連鎖で構成 されている｡最初の連鎖は先行連鎖で､先行連鎖の第----･成

分は Alinの質問で始まるO｢何々を覚えている?｣ とい う形の質間は常 に 先 行連鎖の第 -成 分

をなす 鰻cheglofr2007:38)oこの質問は先行連鎖の第----成分をなし､質問 に 答 え る応答を要 求

するoLe約0は ｢えっと､そうね､覚えているよ｣と言い､先行連鎖の第二成分 を 生 産するo

Lenoが先行連鎖の第二成分を生産したすぐ後､Å日嗣は ｢Ok細 と言い､｢息の 吸 い 込み｣を
した上で､先行連鎖の第 一成分によって予測可能にされた基本連鎖の第-成分を生産 しはじめ

るoこの基本連鎖の第--成分は長い情報伝達として始まるが､ 20行 目に Lenoが日を挟み､

Alinが伝えようとしている情報をA豆inより先に言 うOそれに対 して､Aiinは ｢うん､そ うだ｣

と言い､LeriOはA加 が言お うとした情報をu:.しく推理 したことを表明する｡

--見すれば例3には長い情報伝達がないように見える｡ しかし､LenoとAiinの会話は AHm

が長い情報伝達をしようとしたことを意識 しているoA呈inは ｢カ-ラジオを盗んだ奴を番組に

出演 してさせてたる｣の発話は上昇イン トネ-ションとともに現れる｡上昇イントネ-ション

を伴 う平叙文は話 し手が話す権利を維持 したい意図を表すので､Alimはさらに発話を生産 しよ

うとしたことが窺えるO言い換えれば､Alinの長い情報伝達は途中で終わった｡ しかも､Leno

が 日を挟み､Alinが伝えようとしている情報を先に 言 う こ とに対 してAlinは ｢うん､そ うだ｣

と言 う｡つまり､基本連鎖の第----成分は Alinが始 め た が ､ Lenoの方が早めに完成 させた｡ 基

本連鎖の第-成分を言いかけた Alinは基本連鎖 の 第 二 成 分 を 毎分 で生産し､農本連鎖を 終 了 さ

せている｡

例 2と例3に基づき､先行連鎖の第二成分の直後 の 基 本 連 鎖 の 第 一 成分に現れる談話不変化

詞 okayと ｢息の吸い込み｣が長い情報伝達の生産を示唆す る こ と を 明らかにしたoLかし､も

ちろん､先行連鎖の直後のすべての基本連鎖の第-----成分が談話不変化詞 okayと｢息の吸い込み｣

で始まるわけではない｡例えば､例射ま先行連鎖と基本連鎖の第-成分で構成されているが､
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談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣がない｡

例4:SchenkeinII,38(Sehegloff2007:39よ射

1 *BEN:

= *BtL:

3 *BEN:

4 *BEN:

HeyⅠgotsump'抗洩e毛管swild(先行連鎖の第一成分)

(わ:i･.､すごいニュースがあるんだよ)

what(先行連鎖J)第 二成分)

(何 )

Y'knowonea'tlleSegreatbigredtllrealarm

(基本連鎖の第 -成分の開始)

boxestbet'ronthecorner?Igotone.(基本連鎖の第-成分の完了)

∈曲がり角の所に馬鹿でかい､赤い火災報知機の箱あるだら?俺､持ってるんだ)

例射ま例 2と例3に似ているO例4は情報伝達を沃めかす先行連鎖と情報伝達をする基本連

鎖の第--成分があるOだが､例4の類似点はそこまでであるO例4の基本連鎖の第-成分は確

かに情報伝達だが､長い情報伝達ではない｡Benは伝えようとした情報をすぐ伝え､基本連鎖

の第--成分を終えるO談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣が例射こ現れないのは､必要がな

かったからである｡談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣の役割は長い情報伝達を示唆するこ

とであり､そうする必要がある場合に限って現れると結論づけられる｡つまり､ 談話不変化詞

okayと｢息の吸い込み｣は-言だけで表せない情報を伝えようとする意図を表明するのであるO

5 結論

談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣は先行連鎖の第二成分の後に､基本連鎖の第-戚嘉の

先頭に発生すれば､相手に重要な合図を送る｡先行連鎖そのものはさらなる発話の生産を示唆

するので､ 談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣はさらなる発話の生産を広めかしていると

は考えにくい｡だが､談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣は先行連鎖の第-成分によって予

測可能にされた基本連鎖の第-成分の長短を灰めかすOより正確に言えば､先行連鎖の第二成

分の後に､基本連鎖の第-成分の最初の語として現れる談話不変化詞okayと F層､の吸い込み｣

はまさに ｢長い情報伝達 extendedも測ingJの生産を示唆する｡肺臓に空気を吸い込んでおかな

ければ､生産できないほど長い情報伝達をしようとしている話 し手は､先行連鎖の第二成分の

後に 談話不変化詞 okayを置いてから､相手に長い情報伝達をするのである｡

だが､談話不変化詞 okayに導かれる長い情報伝達は珍 しいと言わざるを得ない｡これは長 い

情報伝達である基本連鎖の第-成分は先行連鎖に先行されることと関係があると考えられるo

Slivers(2010)が指摘するように､先行連鎖における質問は珍しい｡したがって､長い情報伝

達に発行する質問も珍しいと考えてもおかしくないのであるO
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基本連鎖における談話不変化詞 okay(ONeal)

6 おわりに

珍しいとはい え､談話不変化詞 okayと ｢息の吸い込み｣は重要な手続き的意味を相手に伝え

る｡それに談話不変化詞 okayが表す手続き的意味は､連鎖的環境によって変化するようである｡

これからの研究は他の談話不変化詞の手続き的意味がいかに連鎖的環境に影響されるかに焦 点

を当てる｡ 英 語 教育に携わっている人々にこの研究が役立てばありがたい｡

*会話分析表記記号

会話分析の表記記号を紹介するスペ-スがないため､省略する｡ しかし､会話分析の表記記

号は ｢会話分析の手法｣に詳しく紹介されている (普-サ弟､1998)O
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